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一
月
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
（
田
丸
雅
統
部
長
）
は
第
二
十
二
回

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

総
会
前
に
は
、
長
期
に
わ
た
り
青
年

部
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
土
田
翔
平
さ
ん

（
沼
田
）、
楠
本
学
さ
ん
（
秩
父
別
）、

長
谷
修
幸
さ
ん
（
妹
背
牛
）
の
盟
友
三

名
を
表
彰
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
議
長
に
山
崎
蓮
さ
ん
（
秩

父
別
）
を
選
任
し
、
議
事
を
進
行
。
上

程
さ
れ
た
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
令
和
七
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

部
　
　
長
　
下
保

　裕
樹

　（沼
　
田
）

副
部
長
　
横
山

　
　陵

　（秩
父
別
）

副
部
長
　
田
村
昌
一
郎

　（妹
背
牛
）

理
　
　
事
　
池
川

　怜
汰

　（秩
父
別
）

理
　
　
事
　
熊
谷

　
　俊

　（妹
背
牛
）

理
　
　
事
　
堀

　
　祐
介

　（沼
　
田
）

代
表
監
事
　
酒
田

　拓
也

　（妹
背
牛
）

監
　
　
事
　
田
丸

　雅
統

　（秩
父
別
）

監
　
　
事
　
山
岡
凌
太
郎

　（沼
　
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

二
月
十
日
、
北

い
ぶ
き
女
性
部

（
荒
瀬
陽
子
部

長
）
は
本
所
大

ホ
ー
ル
に
て
女

性
部
員
七
十
一

名
が
出
席
の
も

と
第
十
七
回
通

常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

総
会
前
の
講

演
会
に
は
、
北
海

道
旭
川
方
面
深

川
警
察
署
生
活

安
全
課
生
活
安

全
係
長
元
嶋
崇

之
氏
を
講
師
に

招
き
、「
女
性
対

象
の
犯
罪
被
害

防
止
と
昨
今
の

犯
罪
情
勢
」
に
つ

い
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
深
川
警

察
署
管
内
の
犯
罪
発
生
状
況
や
、
実
際

に
犯
罪
被

害
に
あ
っ

た
時
の
対

処
法
な
ど

を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
部
員
の
皆
様
か
ら
は
、

「
実
際
に
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
時
の
対

処
方
法
を
学
べ
て
良
か
っ
た
」「
自
分

も
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
今
後

の
生
活
の
中
で
防
犯
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、
大
変

有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、荒
瀬
部
長
の
挨
拶
の
後
、

令
和
五
年
度
の
副
部
長
を
務
め
ら
れ
た

西
村
智
子
さ
ん
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
後
、
村
山
瞳
さ
ん
（
妹
背

牛
）
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
六
年

度
の
活
動
報
告
や
令
和
七
年
度
の
計
画

案
等
が
説
明
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
の
総
会
で
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

部
　
　
長
　
山
本

　清
美

　（秩
父
別
）

副
部
長
　
田
坂
智
恵
美

　（沼
　
田
）

副
部
長
　
荒
瀬

　陽
子

　（妹
背
牛
）

理
　
　
事
　
越
智

　咲
恵

　（秩
父
別
）

理
　
　
事
　
畑
地

　
　瞳

　（沼
　
田
）

理
　
　
事
　
北
嶋

　悦
子

　（妹
背
牛
）

監
　
　
事
　
植
田

　陽
子

　（秩
父
別
）

監
　
　
事
　
澤
田

　美
穂

　（沼
　
田
）

監
　
　
事
　
高
橋

　厚
美

　（妹
背
牛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部 

通
常
総
会

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部 

通
常
総
会

荒瀬部長挨拶

新役員の皆さん

新役員の皆さん
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第
二
十
二
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部

通
常
総
会
に
お
い
て
、
私
が
部
長
の
大

役
を
預
か
る
事
と
な
り
、
大
変
光
栄
で

あ
る
と
共
に
そ
の
責
務
に
重
責
を
感
じ

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の

様
な
職
務
を
務
め
ら
れ
る
の
も
、
諸
先

輩
方
、
各
関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ

り
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
か

ら
天
候
に
恵
ま
れ
春
作
業
は
順
調
に
進

み
、
そ
の
後
も
降
雨
に
見
舞
わ
れ
る
事

も
あ
り
ま
し
た
が
各
作
物
と
も
お
お
む

ね
平
年
通
り
の
出
来
秋
と
な
り
基
幹
作

物
で
あ
る
水
稲
に
お
い
て
は
、
北
空
知

で
作
況
指
数
「
一
〇
三
」
の
や
や
良
の

結
果
に
な
り
、
品
質
に
お
い
て
も
近
年

問
題
に
な
っ
て
い
る
胴
割
れ
に
よ
る
品

質
低
下
も
少
な
く
い
い
出
来
秋
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
五
年

産
の
収
穫
量
不
足
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
消
費
の
増
加
等
の
様
々
な
要
因
で

米
不
足
と
な
り
「
令
和
の
米
騒
動
」
と

呼
ば
れ
米
の
概
算
金
は
近
年
で
は
見
ら

れ
な
い
程
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
が
、

物
価
高
の
上
昇
が
止
ま
ら
な
い
今
の
状

況
で
生
産
者
の
我
々
に
と
っ
て
は
よ
う

や
く
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
金
額
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
四
半
世
紀

ぶ
り
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

改
正
や
、
令
和
七
年
一
月
三
十
一
日
に

発
表
さ
れ
た
水
田
政
策
の
見
直
し
な

ど
、
農
業
情
勢
は
日
々
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
、
日
本
農
業
の
先
行
き
は
不
透

明
と
言
わ
ざ
る
得
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
に
我
々
農
業
者
が
置
か
れ

て
い
る
環
境
は
急
激
に
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
中
、
消
費
者
に
安
心
・
安
全
・

高
品
質
な
農
畜
産
物
を
安
定
供
給
す
る

と
共
に
、
地
域
社
会
を
支
え
る
基
幹
産

業
の
担
い
手
と
し
て
農
地
が
持
つ
多
面

的
機
能
を
維
持
し
、
未
来
に
繋
げ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
が
設
立
さ
れ

二
十
二
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
今

一
度
我
々
が
行
っ
て
い
る
組
織
活
動
と

向
き
合
い
、
よ
り
良
い
組
織
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
未
来
の
青
年
部
へ
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
我
々
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層

の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
頃
よ
り
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
女

性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
度
、
第
十
七
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
今
年
度
の

部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
役
、
私

に
と
っ
て
は
荷
が
重
く
不
安
で
は
あ
り

ま
す
が
、
共
に
選
ば
れ
た
役
員
と
協
力

し
な
が
ら
女
性
部
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意

見
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
農
協
役
員
の
中
に
女
性

参
与
が
加
わ
り
、
女
性
活
躍
の
場
が
拡

が
る
こ
と
で
女
性
の
声
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、反
面
、

女
性
部
員
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

女
性
部
の
在
り
方
に
も
知
恵
を
絞
ら
な

け
れ
ば
と
も
考
え
ま
す
。
地
域
の
皆
様

と
も
交
流
を
深
め
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
夏
の
令
和
の
米
騒
動
の

影
響
で
、
米
価
は
上
昇
し
ま
し
た
。
生

産
の
立
場
で
は
、
生
産
コ
ス
ト
に
見
合

う
価
格
に
な
っ
た
と
安
堵
い
た
し
ま
し

た
が
、
年
明
け
後
も
米
の
不
足
感
か
ら

小
売
価
格
の
上
昇
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
政
府
も
備
蓄
米
の
放
出
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
情
勢
も
不
確

か
で
す
。
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
で
、
消

費
者
の
「
お
米
を
食
べ
る
の
を
控
え
、

パ
ン
や
麺
に
替
え
て
い
る
」
と
言
う
声

を
聞
く
と
複
雑
な
思
い
に
な
り
ま
す
。

生
産
者
と
消
費
者
の
理
解
の
も
と
、
価

格
の
安
定
を
願
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

食
育
な
ど
を
通
し
、
消
費
者
の
方
々
に

農
業
に
対
す
る
発
信
を
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
女
性
部
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
各

関
係
機
関
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
よ
り
充
実
し
た
北
い
ぶ

き
女
性
部
を
目
指
し
て
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
　
青
年
部
　
部
長

　
　下

　保

　裕

　樹

就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
　
女
性
部
　
部
長

　
　山

　本

　清

　美
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農
業
を
職
業
に
し
た
き
っ
か
け

子
供
の
頃
か
ら
両
親
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
就
農
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
高
校
卒
業
後

は
専
門
学
校
を
経
て
札
幌
で
就
職
し
ま
し

た
。
結
婚
し
子
供
が
生
ま
れ
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
が
上
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
生
活

面
の
安
定
性
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
高

収
入
を
見
込
め
る
農
業
を
選
択
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
農
作
業
を

手
伝
っ
て
い
た
中
で
肉
体
労
働
の
辛
さ
は

身
に
染
み
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
働

い
て
機
械
に
乗
り
、
作
物
の
生
育
を
見
て

い
く
と
、
農
業
の
難
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
達
が
食
べ
る
物
を
作
る
達
成
感
が
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
目
標
と
し
て
は
父
を
超
え
て
一
人

で
も
営
農
で
き
る
よ
う
な
栽
培
技
術
・
営
農
感
覚
を

鍛
え
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
の
営
農
へ
の
想
い

今
年
か
ら
個
人
経
営
か
ら
法
人
経
営
に
変
わ
り
、

自
分
も
経
営
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
の
営
農
に
期
待
を

膨
ら
ま
せ
る
反
面
、
不
安

も
多
く
あ
り
ま
す
が
不
撓

不
屈
の
精
神
で
向
か
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

農
作
業
を
行
う
こ
と
に

慣
れ
油
断
す
る
場
面
も
増

え
て
き
て
い
る
自
覚
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
現
役
な
父

や
兄
の
背
中
を
見
て
日
々
勉
強
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

青
年
部
に
入
部
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
多
少
あ
り
ま

し
た
が
、
入
部
後
の
行
事
で
多
く
の
優
し
い
先
輩
た

ち
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は
地

域
で
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
作
物
の
勉
強
や
幅

広
い
知
識
を
交
換
で
き
る
場
だ
と
思
っ
て
い
て
、
入

部
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤岡　寛さん
秩父別地区・稲豊農事組合

作付品目
水稲、麦、大豆、花

食育事業の様子

JA空知青年部連合会北ブロック青年部大会での実績発表の様子
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一
月
二
十
日
、
妹
背
牛
支
所
三
階
大

ホ
ー
ル
に
て
、
農
事
組
合
長
会
総
会
・

第
一
回
農
事
組
合
長
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

農
事
組
合
長
会
総
会
で
は
、
役
員
の

選
任
・
互
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
齊
藤

隆
彦
さ
ん
（
穂
栄
）、
副
会
長
に
宮
野

芳
則
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、
矢
内
真
也

さ
ん
（
沼
田
東
部
西
）
を
選
任
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

で
は
、
Ｊ
Ａ
よ
り
令
和
七
年
産
米
「
生

産
の
目
安
」
の
設
定
に
つ
い
て
説
明
。

ま
た
温
床
除
雪
作
業
の
取
り
ま
と
め

に
つ
い
て
お
願
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

地区 農　事 氏　名 全　体

秩
父
別

日　の　出 宮本　義治 幹　事
穂　　　栄 齊藤　隆彦 会　長
北　　　新 大浦　英之
稲　　　豊 石井　裕士

妹
背
牛

妹 背 牛 南 廣川　　真 幹　事
妹背牛中央 安永　敦也
妹 背 牛 北 宮野　芳則 副会長

沼

　田

沼田東部東 池川　和也
沼田東部西 矢内　真也 副会長
沼 田 中 部 上野　正貴
沼 田 西 部 平泉　真美 幹　事

（敬称略）

農
事
組
合
長
会
総
会
・
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

沼田地区

秩父別地区

妹背牛地区
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一
月
六
日
、
秩
父
別
本
所
に

て
令
和
七
年
度
の
豊
穣
祈
願

祭
・
安
全
祈
願
祭
、
一
月
十
四

日
に
沼
田
支
所
の
十
六
号
倉

庫
に
て
役
員
・
関
係
職
員
が
出

席
し
農
業
倉
庫
蔵
開
き
を
執

り
行
い
、
本
年
が
組
合
員
の
皆

様
が
大
過
な
く
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
実
り
多
い
豊
か
な
秋
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
出
席
者
一
同

神
前
に
手
を
合
わ
せ
祈
願
し

ま
し
た
。

十
二
月
九
日
、
北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生

産
組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）
は
秩
父
別

温
泉
・
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
、
第
二
十
二
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

松
永
組
合
長
挨
拶
後
、
来
賓
の
株
式

会
社
キ
ョ
ク
イ
チ 

果
実
部
担
当
者
よ

り
令
和
六
年
度
の
メ
ロ
ン
市
場
・
流
通

に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
令
和
六
年
度

の
販
売
実
績
に
つ
い
て
、
品
種
ご
と
に

報
告
。
議
事
で
は
、
松
永
組
合
長
が
議

長
を
務
め
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産
組
合
　
通
常
総
会

令
和
七
年
度
豊
年
祈
願
祭
・

安
全
祈
願
祭
並
び
に
農
業
倉
庫
蔵
開
き

神前に今年の豊作と安全を祈るＪＡ役職員

松永組合長挨拶
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十
二
月
十
七
日
、
北
い
ぶ
き
蔬
菜
類

生
産
組
合
（
廣
田
和
行
組
合
長
）
は
沼

田
町
上
林
食
堂
に
て
第
十
九
回
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

廣
田
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和

六
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承

認
・
監
査
報
告
、
令
和
七
年
度
事
業
計

画（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
等
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

十
二
月
十
八
日
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生

産
組
合
（
谷
水
敏
和
組
合
長
）
は
、
本

所
中
会
議
室
に
て
令
和
六
年
度
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
生
産
組
合
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

谷
水
組
合
長
挨
拶
後
共
励
会
受
賞
者

（
苗
数
に
対
し
て
出
荷
率
が
高
か
っ
た

方
）
と
し
て
西
谷
健
さ
ん
、
宮
森
康
彰

さ
ん
、
桃
野
貴
志
さ
ん
、
植
田
辰
徳
さ

ん
、横
山
修
一
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
出
荷
奨
励
対
策
達
成
者
と
し
て

横
山
修
一
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
谷
水
組
合
長
が
議
長
を
務

め
議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き 

蔬
菜
類
生
産
組
合
通
常
総
会

北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

生
産
組
合

　通
常
総
会

廣田組合長挨拶

谷水組合長挨拶
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一
月
二
十
二
日
、ラ
・
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ

ホ
テ
ル
深
川
に
て
北
育
ち
元
気
村
花
卉

生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
通

常
総
会
並
び
に
基
調
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

総
会
前
に
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で

は
、
有
限
会
社
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
・
セ
ト

　

代
表
取
締
役

　瀬
戸
啓
一
郎
氏
を
講
師

に
「
り
ん
ど
う
の
生
産
と
普
及
に
つ
い

て
」
の
題
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
は
、
冒
頭
に
花
き
出
荷

共
励
会
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
品
目
別
に
行

わ
れ
、
通
常
総
会
で
は
田
村
組
合
長
挨

拶
後
、
議
事
に
つ
い
て
は
、
上
程
さ
れ

た
全
て
の
議
案
の
承
認
を
受
け
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

二
月
十
九
日
、
北
い
ぶ
き
ク
リ
ー
ン

米
生
産
協
議
会
（
工
藤
竜
治
会
長
）
は

本
所
に
て
第
二
十
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

工
藤
会
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和
六

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
・

監
査
の
報
告
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
滞
り

な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

北
育
ち
元
気
村
花
卉
生
産
組
合
通
常
総
会

北
い
ぶ
き
ク
リ
ー
ン
米

生
産
協
議
会
通
常
総
会

田村組合長挨拶

写真右：表彰を受ける原力哉さん（妹背牛北）

工藤会長挨拶

8



令
和
六
年
度
「
ゆ
め
ぴ
り

か
の
匠
」
表
彰
式
が
十
一
月

二
十
一
日
札
幌
市
内
ホ
テ
ル

に
て
、
今
回
初
め
て
の
取
り
組

み
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
産
よ
り
五
年
連

続
優
良
米
生
産
出
荷
表
彰
の

優
秀
表
彰
の
対
象
と
な
っ
た

生
産
者
を
「
ゆ
め
ぴ
り
か
の

匠
」
と
命
名
し
、
北
海
道
米
の

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
形
成
協
議

会
大
関
会
長
よ
り
表
彰
状
授

与
が
お
こ
な
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の

五
年
連
続
表
彰
は
、
㈱
原
田
屋

（
穂
栄
）、
井
上
淳
司
さ
ん
（
穂

栄
）、田
中
康
雄
さ
ん
（
稲
豊
）、

近
藤
祐
輔
さ
ん
（
妹
背
牛
南
）、

小
屋
真
人
さ
ん
（
沼
田
西
部
）、

植
木
高
志
さ
ん
（
沼
田
東
部

西
）、
真
辺
浩
幸
さ
ん
（
沼
田

中
部
）、
沢
田
彰
さ
ん
（
沼
田

東
部
東
）、
の
八
名
で
、
表
彰

式
会
場
に
参
加
さ
れ
た
、
近
藤

祐
輔
さ
ん
、
植
木
高
志
さ
ん
、

真
辺
浩
幸
さ
ん
の
三
名
が
表

彰
状
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
、
植
田
麻
沙

子
さ
ん（
秩
父
別
地
区
・
北
新
）、

合
田
麻
理
さ
ん（
秩
父
別
地
区
・

日
の
出
）
が
「
北
海
道
農
業
士
」

と
し
て
、認
定
書
を
授
与
さ
れ
、

報
告
に
来
組
さ
れ
ま
し
た
。

「
北
海
道
農
業
士
」
と
は
、

地
域
農
業
の
中
核
的
な
担
い
手

と
し
て
、
経
営
改
善
や
地
域
農

業
の
振
興
な
ど
に
積
極
的
・
意

欲
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農

業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
の
匠
」
表
彰
式
植
田
麻
沙
子
さ
ん
、
合
田
麻
理
さ
ん
が

北
海
道
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

左から植木高志さん（沼田）、真辺浩幸さん（沼田）、近藤祐輔さん（妹背牛）

左からＪＡ黒田組合長、植田さん、合田さん、ＪＡ中易専務
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第
十
一
回
理
事
会
〈
十
二
月
二
十
三
日

付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
経
営
定
期
点
検
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
○
妹
背
牛
地
区
役
員
選
任
推
薦
委
員
の

変
更
に
つ
い
て

〇
令
和
六
年
度
事
業
収
支
見
込
（
十
一

月
末
基
準
）
に
つ
い
て

○
農
事
組
合
別
組
合
員
、
女
性
部
・
女

性
農
業
者
と
の
懇
談
会
に
係
る
意

見
・
要
望
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
令
和
七
年
営
農
計
画
書
審
査
方
針
に

つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
六
年
度
農
薬
大
口
引
取
奨
励
実

績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
一

月
末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　�

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

　�
ク
ミ
カ
ン
精
算
に
係
る
信
用
限
度

一
〇
〇
％
を
超
え
る
組
合
員
へ
の
貸

付
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

　�「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　�

役
員
選
任
推
薦
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
議
案
第
五
号

　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　
利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　�

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
の

承
認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
十
二
回
理
事
会〈
一
月
二
十
九
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

内
部
監
査
室

○�

令
和
五
年
産
大
豆
・
小
麦
の
共
同
計

算
の
精
算
に
つ
い
て

管
理
本
部

○
主
要
行
事
予
定
に
つ
い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
七
年
度
会
計
監
査
人
の
報
酬
額

に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

〇
役
員
報
酬
に
か
か
る
役
員
報
酬
審
議

会
か
ら
の
答
申
に
つ
い
て

〇
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
令
和
六
年
度
支
所
別
ク
ミ
カ
ン
収
支

状
況
の
報
告
、
並
び
に
特
定
組
合
員

の
収
支
実
績
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
七
年
度
北
い
ぶ
き
農
事
組
合

長
、
農
協
青
年
部
の
新
役
員
に
つ
い

て
○
令
和
七
年
産
米
の
「
生
産
の
目
安
」

に
つ
い
て

○
令
和
五
年
産
大
豆
・
小
麦
の
共
同
計

算
精
算
払
い
結
果
報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
七
年
産
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
米
・

農
薬
節
減
米
使
用
農
薬
体
系
に
つ
い

て
購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
二

月
末
）
に
つ
い
て

○
令
和
七
年
度
　
農
薬
奨
励
並
び
に
大

口
引
取
奨
励
対
策
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　
女
性
参
与
の
登
用
に
つ
い
て

理
事
会
報
告
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議
案
第
二
号

　

　�

令
和
六
年
度
決
算
手
当
の
支
給
に
つ

い
て

議
案
第
三
号

　

　�

確
定
し
た
決
算
書
類
の
作
成
と
会
計

監
査
人
へ
の
提
出
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　�

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い

て
議
案
第
五
号

　�「
定
年
退
職
者
再
雇
用
規
程
」
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　�「
退
職
給
与
規
程
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
七
号

　�「
災
害
対
策
計
画
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
八
号

　�

令
和
七
年
度
内
部
監
査
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　
出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

　�「
信
用
事
業
方
法
書
」
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　�

花
卉
等
生
産
者
へ
の
営
農
用
灯
油
特

別
価
格
奨
励
の
対
応
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
決
算
・
総
代
会
等
主
要
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

○
令
和
七
年
改
選
　
総
代
選
挙
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

○
令
和
六
年
度
事
業
収
支
決
算
見
込
み

（
十
二
月
末
現
在
）
並
び
に
、

　
令
和
六
年
度
事
業
・
剰
余
金
処
分（
事

業
分
量
配
当
金
）
の
対
応
に
つ
い
て

十
二
月
五
日
、
花
卉
生
産
組
合
秩
父

別
支
部
（
越
智
利
政
組
合
長
）
は
秩
父

別
温
泉
・
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
令
和
六
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

越
智
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和

七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予

算（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
等
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 花

卉
生
産
組
合
秩
父
別
支
部
通
常
総
会

越智組合長挨拶
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十
二
月
九
日
、
青
年
部
秩
父
別
支

部
（
田
丸
雅
統
支
部
長
）
は
本
所
に
て

第
二
十
二
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。田

丸
支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
佐
藤

宏
樹
さ
ん
（
稲
豊
）
を
選
任
し
議
事
を

進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
最
後
に
本
年
度
を
も
っ

て
勇
退
さ
れ
る
土
井
陽
平
さ
ん
（
日
の

出
）
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
七
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長

　横
山

　
　陵

　（日
の
出
）

副
支
部
長

　池
川

　怜
汰

　（穂

　栄
）

理

　
　事

　田
中

　
　学

　（穂

　栄
）

理

　
　事

　桃
野

　翔
太

　（穂

　栄
）

代
表
監
事

　田
丸

　雅
統

　（北

　新
）

監

　
　事

　山
崎

　
　蓮

　（穂

　栄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

十
二
月
十
二
日
、
青
年
部
沼
田
支
部

（
山
岡
凌
太
郎
支
部
長
）
は
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
第
二
十
二

回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
岡

支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
岩
渕
佑
介
さ

ん
（
沼
田
東
部
西
）
を
選
任
し
議
事
を

進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
七
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長

　下
保

　裕
樹（
沼
田
中
部
）

副
支
部
長

　堀

　
　祐
介（
沼
田
西
部
）

理

　
　事

　黒
田

　亮
太（
沼
田
東
部
西
）

理

　
　事

　中
村

　一
歩（
沼
田
東
部
東
）

理

　
　事

　加
藤

　勇
樹（
沼
田
東
部
西
）

理

　
　事

　廣
田

　太
一（
沼
田
東
部
西
）

代
表
監
事

　山
岡
凌
太
郎（
沼
田
東
部
西
）

監

　
　事

　河
村

　大
城（
沼
田
東
部
西
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

青
年
部
沼
田
支
部

　通
常
総
会

山岡支部長挨拶

新役員の皆さん

青
年
部
秩
父
別
支
部

　通
常
総
会

田丸支部長挨拶

新役員の皆さん
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十
二
月
十
六
日
、
沼
田
町
花
卉
生
産

組
合
（
室
田
健
一
組
合
長
）
は
、
沼
田

町
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
令
和

六
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

室
田
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和

七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予

算（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
等
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

十
二
月
十
七
日
、
女
性
部
秩
父
別
支

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
石
井
由
紀
乃
会

長
）
は
パ
ン
作
り
を
秩
父
別
町
加
工
セ

ン
タ
ー
く
る
り
に
て
開
催
し
、
会
員
四

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

普
段
は
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
開

催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
加
工

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
レ
シ
ピ
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
で
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
牛
乳
や
砂
糖
な
ど
材
料
を
計

量
し
、
軽
く
混
ぜ
合
わ
せ
た
あ
と
は
生

地
を
捏
ね
る
機
械
に
入
れ
、
速
さ
と
時

間
を
変
え
な
が
ら
二
十
分
ほ
ど
捏
ね

て
、
ボ
ウ
ル
か
ら
取
り
出
し
発
酵
さ
せ

た
後
は
五
〇
ｇ
ず
つ
に
切
り
分
け
、
形

を
整
え
ジ
ャ
ム
や
く
る
み
な
ど
材
料
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、
再
度
発
酵
さ
せ
、
最

後
は
オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
て
十
二
分
ほ
ど

焼
い
て
完
成
し
ま
し
た
。

パ
ン
の
形
成
や
ジ
ャ
ム
が
漏
れ
出
す

な
ど
う
ま
く
い
か
な
い
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
次
回
開
催
す
る
と
き
の
反
省

と
し
て
、
次
年
度
も
ま
た
や
っ
て
み
た

い
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
令
和
六

年
度
の
最
後
の
行
事
が
終
了
し
ま
し

た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
パ
ン
作
り

沼
田
町
花
卉
生
産
組
合
通
常
総
会

室田組合長挨拶

パン作りの様子
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一
月
十
日
、

女
性
部
妹
背

牛
支
部
（
荒
瀬

陽
子
支
部
長
）

は
、
令
和
六
年

度
事
業
と
し

て
、
役
員
五
名

で
妹
背
牛
町

社
会
福
祉
協

議
会
へ
リ
ン

グ
プ
ル
約
九

ｋ
ｇ
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

今
後
も
部

員
等
に
引
き

続
き
リ
ン
グ

プ
ル
の
収
集

を
お
願
い
し
、

車
い
す
寄
贈

に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

一
月
十
五
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
（
渡
会
真
紀

会
長
）
は
、
妹
背
牛
支
所
三
階
和
室

に
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い
を
開

催
し
ま
し
た
。

女
性
部
綱
領
を
荒
瀬
支
部
長
に
朗

唱
頂
き
、
渡
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
祝
辞
を
德
本
妹
背
牛
地
区
代
表

理
事
、
荒
瀬
支
部
長
か
ら
頂
き
ま
し

た
。議

事
で
は
、
令
和
六
年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和
七
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算

（
案
）
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
で
は
、
会
長
は
継
続
し
て
渡
会
真

紀
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、
副
会
長
・

会
計
に
は
岡
部
茜
さ
ん（
妹
背
牛
南
）

が
決
定
し
、
お
ふ
た
り
は
抱
負
を
述

べ
ら
れ
集
い
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
選
任
さ
れ
た
役
員
に

つ
き
ま
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

会
　
長
　
渡
会

　真
紀（
妹
背
牛
北
）

副
会
長
　
岡
部

　
　茜（
妹
背
牛
南
）

会
　
計
　
副
会
長
兼
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

女
性
部
妹
背
牛
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い

女
性
部
妹
背
牛
支
部
リ
ン
グ
プ
ル
を
寄
贈
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十
二
月
十
六
日
、
青
年
部
妹
背
牛
支

部
（
酒
田
拓
也
支
部
長
）
は
妹
背
牛
支

所
に
て
第
二
十
二
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

酒
田
支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
菅
原

潤
一
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）
を
選
任
し
議

事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
最
後
に
本
年
度
を
も
っ

て
勇
退
さ
れ
る
菅
原
潤
一
さ
ん
（
妹
背

牛
北
）、神
藤
武
志
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、

日
裏
健
二
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）
へ
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
七
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長
　
田
村
昌
一
郎（
妹
背
牛
北
）

副
支
部
長
　
熊
谷

　
　俊（
妹
背
牛
北
）

上
席
理
事
　
中
谷

　省
吾（
妹
背
牛
中
央
）

理
　
　
事
　
宮
野

　穣
司（
妹
背
牛
北
）

代
表
監
事
　
酒
田

　拓
也（
妹
背
牛
北
）

監
　
　
事
　
前
田

　俊
哉（
妹
背
牛
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

一
月
二
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女

性
部
妹
背
牛
支
部（
荒
瀬
陽
子
支
部
長
）

は
妹
背
牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、

部
員
四
十
二
名
の
出
席
の
下
第
二
十
二

回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

荒
瀬
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
田

中
妹
背
牛
町
長
・
Ｊ
Ａ
德
本
妹
背
牛
地

区
代
表
理
事
・
空
知
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
八
田
北
空
知
支
所
長
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　

議
長
に
は
森
由
紀
さ
ん
（
妹
背
牛
中

央
）
が
選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
、
全
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
後
、
深
川
消
防
組
合
深
川
消

防
署
妹
背
牛
支
署
か
ら
三
名
を
講
師
に

お
迎
え
し
、『
い
ざ
と
い
う
時
の
救
命

救
急
』
の
題
目
で
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
一
一
九
番
通
報
の
手
順
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
の
資
料
を
ご
用
意
い
た
だ
い

て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
実
地

訓
練
で
は
訓
練
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

て
、
使
い
方
を
丁
寧
な
指
導
で
わ
か
り

や
す
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
所
作
に
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
ま
た
ど
の

よ
う
な
注
意
点
が
あ
る
の
か
、
教
わ
っ

て
講
演
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

青
年
部
妹
背
牛
支
部
　

青
年
部
妹
背
牛
支
部
　
通
常
総
会

通
常
総
会

女
性
部
妹
背
牛
支
部

　通
常
総
会

酒田支部長挨拶

新役員の皆さん

荒瀬支部長挨拶
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一
月
二
十
三

日
、
女
性
部
沼

田
支
部
（
生
田

ユ
カ
リ
支
部

長
）
は
ま
ち
な

か
ほ
っ
と
タ
ウ

ン
に
お
い
て
第

二
十
二
回
通

常
総
会
を
開

催
し
、
部
員

三
十
二
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

総
会
前
の
講

演
会
に
は
、
北

海
道
旭
川
方
面

深
川
警
察
署

交
通
課
交
通
係

木
野
牧
人
氏
を

講
師
に
お
招
き

し
、「
冬
道
の

運
転
に
つ
い

て
、盗
難
防
止
策
（
防
犯
）
に
つ
い
て
」

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
冬
道
の
運
転

で
の
危
険
な
ポ
イ
ン
ト
や
、
沼
田
町
で

の
犯
罪
等
発
生
状
況
を
元
に
し
た
被
害

防
止
策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
員
は
講
演
を
興

味
深
く
聞
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

通
常
総
会
で
は
開
催
に
あ
た
り
、
生

田
支
部
長
よ
り
挨
拶
。
来
賓
祝
辞
後
、

議
長
に
は
加
藤
早
苗
さ
ん
（
沼
田
東
部

西
）が
選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

役
員
か
ら
は
令
和
六
年
度
の
事
業
報
告

な
ど
六
つ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
今

回
選
任
さ
れ
た
新
役
員
の
皆
様
は
次
の

通
り
で
す
。

支
部
長

　田
坂
智
恵
美（
沼
田
中
部
）

副
支
部
長

　畑
地

　
　瞳（
沼
田
東
部
東
）

理

　
　事

　澤
田

　美
穂（
沼
田
東
部
西
）

監

　
　事

　辻

　よ
し
子（
沼
田
東
部
西
）

監

　
　事

　生
田
ユ
カ
リ（
沼
田
西
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

一
月
二
十
四

日
、
女
性
部

秩
父
別
支
部

（
岡
崎
恵
子

支
部
長
）
は

本
所
三
階
中

会
議
室
に
て
、

第
二
十
二
回

通
常
総
会
を

開
催
し
、
部

員
二
〇
名
が

出
席
し
ま
し

た
。岡

崎
支
部

長
の
挨
拶

後
、
北
新
地

区
の
松
永
幸

恵
さ
ん
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
役
員
改
選
な
ど
議
案
が

提
出
さ
れ
、
松
永
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な

進
行
の
も
と
、
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ

総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
東
洋
羽
毛
北
部
販
売

株
式
会
社
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に
気
を
付
け
る

こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
の
あ
と
は
、
寝
姿
勢
圧
測
定

と
い
っ
て
、
簡
易
的
に
用
意
し
た
ベ
ッ

ド
に
測
定
器
を
セ
ッ
ト
し
、
寝
て
い
る

時
の
姿
勢
に
お
い
て
、
体
の
ど
の
部
分

に
圧
力
（
重
さ
）
が
か
か
っ
て
い
て
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
寝
姿
勢
圧
タ
イ
プ

な
の
か
を
測
定
し
ま
し
た
。

最
後
に
ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
活
動
の

演
奏
発
表
会
を
行
い
、
す
べ
て
の
内
容

が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
選
任

さ
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長

　
　山
本

　清
美（
稲

　豊
）

副
支
部
長

　
　越
智

　咲
恵（
日
の
出
）

監

　
　事

　
　植
田

　陽
子（
北

　新
）

監

　
　事

　
　中
西
亜
紀
子（
稲

　豊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

女
性
部
秩
父
別
支
部

　通
常
総
会

女
性
部
沼
田
支
部

　通
常
総
会

新役員の皆さん

新役員の皆さん
岡崎支部長挨拶

生田支部長挨拶
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二
月
七
日
、
女

性
部
沼
田
支
部
（
田

坂
智
恵
美
支
部
長
）

は
役
員
四
名
同
行

の
も
と
沼
田
町
役

場
に
て
女
性
部
員
・

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
提
供
し
て
頂
い

た
「
ぞ
う
き
ん
用
タ

オ
ル
」
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
タ
オ
ル
を
受

け
取
っ
た
横
山
町

長
か
ら
は
「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
切
に
使

わ
せ
て
頂
き
ま
す
」

と
の
感
謝
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
タ

オ
ル
は
和
風
園
や

旭
寿
園
な
ど
の
施

設
で
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
月
二
十
日
、
女
性
部
沼
田
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
谷
本
真
紀
会
長
）
は

ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
談
話
室
に
て

会
員
六
名
出
席
の
中
、
第
二
十
二
回
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支

決
算
や
令
和
七
年
度
計
画
案
な
ど
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
に
よ
り
次
の
新
役
員
体
制

と
な
り
ま
し
た
。

会

　長

　藤
田

　里
奈（
沼
田
中
部
）

副
会
長

　土
田

　
　梢（
沼
田
東
部
東
）

監

　事

　原
田
亜
希
子（
沼
田
東
部
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

女
性
部
沼
田
支
部
沼
田
町
へ
タ
オ
ル
寄
贈

女
性
部
沼
田
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
　
通
常
総
会
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二
月
五
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部
エ

ル
ダ
ー
（
髙
橋
信
子
会
長
）
は
会
員

十
六
名
出
席
の
も
と
、
秩
父
別
温
泉
ゆ

う
＆
ゆ
に
て
第
八
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

髙
橋
会
長
よ
り
「
ほ
ぼ
全
員
が
出
席

し
て
く
だ
さ
り
大
変
嬉
し
い
で
す
。」

と
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
あ
と
は

令
和
六
年
度
活
動
報
告
や
収
支
決
算
を

報
告
し
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。
終
了
後
は
そ
の

ま
ま
宴
会
に
移
り
、
食
事
を
と
り
な
が

ら
会
員
同
士
普
段
の
生
活
の
こ
と
や
、

エ
ル
ダ
ー
の
令
和
七
年
度
行
事
内
容
に

つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
役

員
改
選
を
行
い
ま
し
た
が
、
令
和
六
年

度
の
役
員
を
務
め
た
三
名
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

会
　
長
　
髙
橋

　信

　子

　（稲
　
豊
）

副
会
長
　
内
海

　由
美
子

　（日
の
出
）

副
会
長
　
山
田

　佳
代
子

　（北
　
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

一
月
三
十
一
日
、
生
産
資
材
事
業
部

は
二
月
初
旬
か
ら
始
ま
る
農
薬
推
進
に

向
け
て
ホ
ク
レ
ン
岩
見
沢
支
所
生
産
資

材
課
の
ほ
か
、
肥
料
、
農
薬
メ
ー
カ
ー

五
名
を
講
師
に
迎
え
、
秩
父
別
支
所
大

ホ
ー
ル
に
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
自
ら
が
向
上
心
を

持
ち
、
組
合
員
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ

親
し
ま
れ
る
職
員
の
育
成
を
目
的
に
当

日
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
わ
か
れ
、
推
進

員
役
・
農
家
役
を
入
れ
替
え
な
が
ら
実

践
で
不
足
し
て
い
る
課
題
を
見
つ
け
改

善
に
役
立
て
ま
し
た
。

各
講
師
の
講
評
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
活
用
し
十
項
目
の
評
価
五
〇

点
満
点
に
よ
り
、
受
講
者
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
産
資
材
事
業
部
　ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
研
修

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー 

通
常
総
会

ロールプレイング形式の研修を行いました
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二
月
十
四
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部

（
山
本
清
美
支
部
長
）
は
、
空
知
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
北
空
知
支
所
よ
り

志
和
専
門
主
任
と
太
田
普
及
指
導
員
を

お
招
き
し
、
女
性
部
・
エ
ル
ダ
ー
合
わ

せ
て
十
五
名
が
参
加
さ
れ
、
野
菜
の
青

空
教
室
（
座
学
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

春
の
種
ま
き
に
向
け
て
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
解
決
し
て
か
ら
作
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習
会
で
、

今
回
は
事
前
に
質
問
を
取
り
ま
と
め
た

「
大
根
の
芯
に
穴
が
開
い
て
し
ま
っ
た

原
因
」「
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
対

策
」「
ホ
ワ
イ
ト
セ
ル
リ
ー
の
作
り
方
」

の
回
答
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他
に

も
普
及
所
の
方
で
い
く
つ
か
の
野
菜
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
様
々
な
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
は
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

気
軽
に
話
せ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で

茶
話
会
を
行
い
、
先
ほ
ど
は
聞
け
な

か
っ
た
こ
と
や
、
家
庭
菜
園
を
す
る
上

で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
深
掘
り

し
た
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
普
及
所
の
方
か
ら
も
困
っ
た
ら

い
つ
で
も
呼
ん
で
く
だ
さ
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
、
部
員
と
普
及
所

を
繋
げ
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

□
採
用
職
員
〈
一
月
一
日
付
〉

　
井
須
　
翔

　�

管
理
部
企
画
課
企
画
係
兼
同
部
管
理

課
管
理
係
兼
同
部
経
理
電
算
課
経
理

電
算
係

□
採
用
職
員
〈
二
月
一
日
付
〉

　
堂
本
　
昌
伸

　�

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課
生
産

資
材
係

□
退
職
職
員
〈
二
月
二
十
八
日
付
〉

　
平
瀬
　
裕
司

　�（
妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課
米
穀
農

産
係
）

　
伊
藤
　
拓
未

　�（
秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
農
機
車

輌
係
）

女
性
部
秩
父
別
支
部

女
性
部
秩
父
別
支
部

「
野
菜
の
青
空
教
室
」

「
野
菜
の
青
空
教
室
」

新
採
用
職
員
紹
介

　
ご
縁
を
頂
き
一
月
よ
り
管
理
部
に
所
属
と
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
の
社
会
人
と
し
て
の
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
勤
ん
で
行
き
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
組

合
員
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
生
産
資
材
事
業
部
に
二
月
よ
り
勤
務
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
他
業
種
よ
り
の
転
職
な
の
で
、
仕
事
を
一
日
で

も
早
く
覚
え
て
皆
様
に
貢
献
で
き
る
様
に
努
力
致

し
ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 井須　翔

（管理部企画課企画係兼―
同部管理課管理係―

兼同部経理電算課経理電算係）

堂本　昌伸
（生産資材事業部生産
資材課生産資材係）
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ＪＡ北いぶきインスタグラム公開中です!ぜひご覧ください!

プロフィール
を編集

アーカイブ
を見る

ホームページ、
インスタグラムでも
情報を発信しています
ぜひご覧ください！
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都市と農村をつなぐ

食べよう！ 話そう！ 体験しよう！

毎週水曜日 12：30～12：55
令和7年1月1日（水）放送開始

・JAグループ北海道
　スペシャルサポーター
・北海道観光大使

パーソナリティー

シンガーソングライター

浅井未歩

アグリアクションHP
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※1 ： キャッシュカードと暗証番号による認証成立を条件に、同一名義で当組合に開設された当座性口座・定期
　　  性口座の情報および届出事項の一部がタブレットに表示されることがあります（JAごとに表示される内
　　  容は異なります）。詳しくは窓口までお問合せください。
※2 ： 金額等の必要事項の入力等は必要となります。
　　  タブレットは一度に最大10件のお取引の入力を続けて行うことができますが、署名は一度きりとなりま
　　  す。また、続けてお取引の入力を行う場合は、一度入力した住所・電話番号などの再入力は不要です。
※3 ： キャッシュカードはカード表面記載の会員ご本人様のみご利用いただけます。お客さまのカードをご家族等が
　　  ご利用することはできません。また、暗証番号についてもご家族を含めた第三者に開示されることも禁止され
　　  ています。ご家族名義のキャッシュカードをご希望のお客さまは窓口までご相談ください。
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今こそ！
家計の見直しどき

約130.6％
出典：資源エネルギー庁　石油製品の店舗小売価格週次調査
比較時期：  2020年4月6日 133.7円
 2024年4月1日 174.6円

出典：農林水産省
我が国・主要国における食料の消費者物価指数の推移
2024年6月現在（2020年を基準年として）

レギュラーガソリン
1リットルあたり
全国平均価格

食料の消費者
物価指数の推移

JA共済でも家計見直しのお役に立てるかもしれません！

ガソリンex 食品関係ex

出典： 損害保険料率算出機構
 「自動車保険参考純率　改定のご案内（2024年6月28日）」
※自動車の使用地域は沖縄県以外で対人賠償責任保険、対物賠償責任保険、
　人身傷害保険および車両保険を付保した場合におけるすべての契約条件
　（用途・車種、補償内容等）の改定率を平均した値

〈参考純率について〉
参考純率とは、保険会社が保険料のうち保険金の支払いに充てられる「純保険料」について、損害保険料率算出機構が算出する
参考数値です。各保険会社は参考純率を保険料の算出基礎として参考としますが、使用義務はありません。

参考純率の改定は、契約者の方が保険会社に支払う保険料の改定とは異なります。

保険料の
基準となる
参考純率の
改定

保険料の
基準となる
参考純率の
改定

自動車保険料ex 火災保険料（住宅）ex

平均5.7％上昇
2024年6月の改定率

平均13.0％上昇
2023年6月の改定率

近年続く値上げ傾向、暮らしへの影響を感じていませんか？

物価高や事故・災害の増加による影響は、こんなところにも

2020年比 2020年比

出典： 損害保険料率算出機構
 「火災保険参考純率　改定のご案内（2023年6月28日）」
※すべての契約条件（都道府県、構造、築年数、補償内容等）の
　改定率を平均した値

約116.4％
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店舗営業時間変更のお知らせ 

  
日頃より当店をご利用いただき、誠にありがとうございます。 
この度、効率的な店舗運営を行なうため、令和7年4月 1日（火）より貯金

課ならびに共済課店舗の営業時間を下記のとおり変更させていただくこと

になりました。 

ご利用の皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

記 

  
◎変更前   平日  ９：００ ～ １６：００ 

 

◎変更後  平日  ９：００ ～ １１：３０ 

              １２：３０ ～ １５：００ 

【11：30～12：30は昼休み(窓口閉鎖)といたします】 

※ATMコーナーの営業時間に変更はございません。(9：00～18：00) 

※昼休み時間はシャッターを閉めさせていただきます。 

        

 

 

 

ＪＡ北いぶき貯金課 共済課 
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曜日

平日

4月～8月 休　　　業

9月～10月 8：30～11：45

平日

土曜

日曜・祝日

平日

土曜

日曜

祝日

平日・土曜

祝日

日曜

秩　父　別 平日・土日・祝日

平日

土曜

日曜・祝日

平日・土日・祝日

日曜

春・秋の繁忙期間については、
別途FAX等にてお知らせ致します。

㈱ホクレン商事
エーコープ秩父別店

休　　　業

※毎月1日・15日は9：00～18：00営業です。
（日曜の場合でも営業致します。）

本所(秩父別)のみの営業となります。

休　　　業 土曜・日曜と重複する場合も全店舗休業致します。

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

休　　　業

春・秋の繁忙期間については、
別途FAX等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も休業致します。

ダ・マルシェ　沼田店 9：00～19：00

12:30～15：00
平日

～～～～営営業業時時間間のの変変更更ののおお知知ららせせ～～～～

平日・土曜・祝日 10：00～18：00

8：30～17：30

8：30～17：00

7：30～19：00

9：00～11：30 11：30～12：30は昼休み（窓口閉鎖）と致します。

貯 金 Ａ Ｔ Ｍ

9：00～18：00

9：00～17：00

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

妹　背　牛

沼　　　 田

7：30～19：00

8：00～18：00

休　　　業

9：00～17：00

土曜・日曜・祝日は休業致します。

令令和和  ７７  年年  ４４  月月  １１  日日  かかららのの営営業業時時間間ににつついいてて、、下下記記のの通通りりおお知知ららせせ致致ししまますす。。

営業時間（4月～） 摘　　　　要

事　務　所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

8：30～17：15 日曜・祝日は休業致します。

土曜
4月から8月まで土曜を休業致します。

第2・第4土曜は休業致します。

区　　 　分

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

8：30～17：00

8：30～11：45

休　　　業

貯 金 共 済 窓 口

曜日

平日

4月～8月 休　　　業

9月～10月 8：30～11：45

平日

土曜

日曜・祝日

平日

土曜

日曜

祝日

平日・土曜

祝日

日曜

秩　父　別 平日・土日・祝日

平日

土曜

日曜・祝日

平日・土日・祝日

日曜

春・秋の繁忙期間については、
別途FAX等にてお知らせ致します。

㈱ホクレン商事
エーコープ秩父別店

休　　　業

※毎月1日・15日は9：00～18：00営業です。
（日曜の場合でも営業致します。）

本所(秩父別)のみの営業となります。

休　　　業 土曜・日曜と重複する場合も全店舗休業致します。

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

休　　　業

春・秋の繁忙期間については、
別途FAX等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も休業致します。

ダ・マルシェ　沼田店 9：00～19：00

12:30～15：00
平日

～～～～営営業業時時間間のの変変更更ののおお知知ららせせ～～～～

平日・土曜・祝日 10：00～18：00

8：30～17：30

8：30～17：00

7：30～19：00

9：00～11：30 11：30～12：30は昼休み（窓口閉鎖）と致します。

貯 金 Ａ Ｔ Ｍ

9：00～18：00

9：00～17：00

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

妹　背　牛

沼　　　 田

7：30～19：00

8：00～18：00

休　　　業

9：00～17：00

土曜・日曜・祝日は休業致します。

令令和和  ７７  年年  ４４  月月  １１  日日  かかららのの営営業業時時間間ににつついいてて、、下下記記のの通通りりおお知知ららせせ致致ししまますす。。

営業時間（4月～） 摘　　　　要

事　務　所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

8：30～17：15 日曜・祝日は休業致します。

土曜
4月から8月まで土曜を休業致します。

第2・第4土曜は休業致します。

区　　 　分

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

8：30～17：00

8：30～11：45

休　　　業

貯 金 共 済 窓 口
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１月１７日、
第２回役員報酬審議会にて
答申をする加藤委員長（右）

２月２１日、
職員を対象にワード・エクセル講習会を行いました

２月２８日、
第３回役員選任会議にて黒田組合長へ
推薦書を手渡す石脇委員長（左）

３月４日、
秩父別支所農機車輌課にて、春の合同展示会を開催

３月５日、
ＪＡ北いぶき青年部によるＮＯＳＡＩ講座を開催
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